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繍
の
叢
難
議
鐵
㎜
戴
蓬
奮
難
豪
薮
嚢
の
籾
葡
蓬
⑳
懸
議
馨
臨
灘
響
藻
、

義
網
心
麟
．
㎜
圓
鶴
鋤
彙
翻
懸
闘
懸
総
叢
し
灘
。
・

　
横
瓢
鋤
議
機
ぽ
、
灘
後
鰹
鑛
闇
の
織
翻
糠
お
嫉
蕎
灘
嚢
嬢
麟
灘
織
饗
り
、

議
難
鰭
爾
雲
載
鍍
翻
議
鍵
灘
陽
獺
薩
幾
織
鰹
選
ぱ
繕
灘
鱗
懇
灘
鶴
繊
、
、
、
－

鷹
載
灘
務
維
懲
議
饗
議
鐵
饗
馨
離
雛
灘
霧
総
藻
鯵
総
．

鶴
建
鯛
縦
料
繋
糊
糠
．
難
蕪
灘
國
謹
灘
灘
麟
総
驚
騰
叢
雛
。
、

零
臨
雛
縦
辮
鱗
纂
瀞
お
鑛
雛
総
韓
灘
雛
懸
　
、
犠
鍵
灘
鐵
糠
灘
鰻
纐
懸
紹
繋
・

　
　
　
　
　
惑
義
諜
漆
Q
…
蒙

氏に長議

副議長に田口直人氏を選出

臨時会
介
、
職
員
紹
介
、

わ
れ
ま
し
た
。

　
日
程
に
移
っ
て
、
年
長
議
員
の
南
雲

教
氏
が
臨
時
議
長
を
務
め
、
議
長
選
挙

に
入
り
ま
し
た
。

　
開
票
の
結
果
、
南
雲
教
氏
が
当
選
人

と
決
ま
り
ま
し
た
。

難螺誘

　
こ
の
日
は
、
任
期

最
初
の
議
会
で
し
た

の
で
、
日
程
に
入
る

前
に
、
町
長
の
あ
い

さ
つ
、
臨
時
議
長
紹

介
、
議
員
の
自
己
紹

仮
議
席
の
指
定
が
行

南
雲
議
長

　
続
い
て
、
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

開
票
の
結
果
、
田
口
直
人
氏
が
当
選
人

と
決
ま
り
ま
し
た
。

田
口
副
議
長

　
正
・
副
議
長
選
挙
の
後
、
正
式
の
議

席
が
指
定
さ
れ
、
会
期
の
決
定
、
常
任

委
員
の
選
任
、
議
会
運
営
委
員
の
選
任

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
常
任
委
員
会
の
正
・
副
委
員
長
、
議

会
運
営
委
員
会
の
正
・
副
委
員
長
に
つ

い
て
は
、
各
々
の
委
員
会
で
互
選
さ
れ
、

次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

　
　
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

◎
戸
田

　
田
口

羽
鳥

哲
次
　
○
北
村
　
公
男

直
人
　
　
清
水
　
　
進

力
夫
　
　
高
橋
　
幸
一

戸田議運委員長

常
募任
量委
　ロ○貝
副く
委7＝
員
長

★
総
務
文
教
委
員
会

聾縫
灘
灘
嚢

　
　
　
轄

清水総文委員長

◎
清
水

　
田
口

　
戸
田

禎直
一人進

　　○
　押吉
　木楽

　　正
　貢実

★
農
林
環
境
委
員
会

◎
羽
鳥
　
力
夫
　
○
金
子
　
澄
男

　
戸
田
　
哲
次
　
　
丸
山
　
重
信

　
清
水
美
代
子
　
　
小
海
　
　
博

★
建
設
住
民
委
員
会

羽鳥農環委員長
轡略9
高橋建住委員長

◎
高
橋
　
幸
一
　
〇
村
越
　
勝
蔵

　
北
村
　
公
男
　
　
星
名
　
富
一

　
上
村
　
晴
夫
　
　
小
林
　
正
夫

　
さ
ら
に
、
次
の
議
会
人
事
が
決
め
ら

れ
ま
し
た
。

◆
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会
議

　
員

　
押
木
　
　
貢
　
　
吉
楽
　
正
実

丸
山
　
重
信

◆
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
議

会
議
員

　
南
雲
　
　
教
　
　
羽
鳥
　
力
夫

金
子
澄
男
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星
名
富
一
氏
を

　
　
監
査
委
員
に
選
任

　
監
査
委
員
に
議
会
議
員
の
う
ち
か
ら

選
任
さ
れ
て
い
た
羽
鳥
力
夫
氏
の
任
期

が
八
月
三
十
一
日
に
満
了
し
ま
し
た
。

　
後
任
に
は
、
星
名
富
一
氏
（
沖
立
）

が
議
会
の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ
ま
し

た
。　

任
期
は
、
議
員
の
任
期
と
一
緒
で
す
。

監時会
●
●

▼
平
成
九
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
三
号
）

歳
入
歳
出
に
そ
れ

ぞ
れ
六
千
四
百
三
十

万
円
を
追
加
し
、
予総合緑地公園連絡道（中子台地～節黒城跡キャンプ場）では伐採が始まり

ました

算
総
額
を
五
十
二
億
七
千
百
四
十
九
万

二
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
繰
越
金
と
町
債
を
増
額

し
、
歳
出
で
は
、
総
合
緑
地
公
園
連
絡

道
整
備
に
か
か
る
事
業
費
を
増
額
し
ま

し
た
。

▼
財
産
の
取
得

　
道
路
除
雪
の
た
め
、
除
雪
機
械
、
（
ス

ノ
ー
ロ
ー
ダ
i
）
を
一
台
取
得
。
　
（
契

約
の
相
手
方
”
㈱
コ
バ
リ
キ
・
契
約
金

額
二
千
二
百
六
十
万
二
千
三
百
円
）

教
育
委
員
会
委
員
に

　
児
玉
達
雄
氏
を
再
任

　
教
育
委
員
会
委
員
の
児
玉
達
雄
氏

（
学
校
町
・
6
7
歳
）
の
任
期
が
九
月
十

五
日
に
満
了
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
同
人
を
再
び
任
命
し
た

い
と
し
、
町
長
か
ら
提
案
が
あ
り
、
議

会
で
は
こ
れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
四
年
で
す
。

突
風
で
屋
根
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
！

　
八
月
三
日
、
午
後
一
時
半
こ
ろ
、
町

内
を
雷
雨
を
伴
っ
た
突
風
、
ヒ
ョ
ウ
な

ど
が
襲
い
、
元
町
・
新
町
新
田
・
下
平

新
田
・
木
落
な
ど
で
大
き
な
被
害
が
出

ま
し
た
。

　
突
風
は
、
川
西
ダ
ム
の
観
測
に
よ
る

と
最
大
風
速
三
十
七
メ
ー
ト
ル
で
、
中

子
台
地
か
ら
新
町
新
田
を
抜
け
木
落
を

通
過
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
新
町
新
田

で
は
内
山
弥
太
郎
さ
ん
の
二
階
建
て
住

宅
の
屋
根
が
す
っ
か
り
吹
き
飛
ば
さ
れ

1………懲

ま
し
た
。

　
ま
た
、
葉
た
ば
こ
の
関
係
で
乾
燥
ハ

ウ
ス
の
損
壊
が
二
十
五
棟
も
あ
り
、
被

害
額
が
お
よ
そ
二
千
七
百
万
円
に
及
ぶ

過
去
最
大
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

【
こ
れ
ま
で
に
分
か
っ
た
被
害
の
状
況
】

◎
建
物
関
係
（
住
家
・
非
住
家
）

　
上
野
…
…
…
三
棟

　
元
町
…
…
…
七
棟
（
含
な
か
ま
の
家
）

　
新
町
新
田
…
十
四
棟

屋
根
が
す
っ
か
り
飛
ば
さ
れ
た
新
町
新
田
の
内
山
弥
太
郎
さ
ん
の
住
宅

　
下
平
新
田
…
十
五
棟

　
木
落
…
…
…
三
棟

　
塩
辛
…
：
…
⊥
棟

◎
立
木
（
倒
木
や
被
害
）
百
五
十
四
本

◎
公
共
施
設
関
係

　
・
上
野
小
、
仙
田
小
、
ナ
カ
ゴ
グ
リ

　
　
ー
ン
パ
ー
ク
で
倒
木

◎
農
業
関
係

　
・
葉
た
ば
こ
被
害
面
積
…
九
六
五
秒

》
屋
根
が
壊
さ
れ
た
土
蔵
（
木
落
）

〈
根
こ
そ
ぎ
倒
れ
た
立
木
（
下
平
新
田
）
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川
西
町
は
、
美
し
い
自
然
、
温
か
い

町
民
性
、
日
本
一
と
言
わ
れ
る
良
質
米
、

落
ち
着
い
た
良
好
な
住
環
境
な
ど
、
今

後
さ
ら
に
発
展
す
る
素
地
を
備
え
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
当
町
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
温
泉
施
設
を
活
用
す
る
町
づ

く
り
に
対
す
る
活
発
な
動
き
な
ど
、
新

た
な
展
開
が
生
ま
れ
て
き
て
は
い
る
も

の
の
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
に

小

海

博
4
7
歳
新

　
一
神
社
町

　
二
設
計
士

　
三
1
回

　
四
①
住
民
参

　
加
型
の
町
づ

く
り
を
進
め
、
次
世
代
の
た
め
の
人
づ

く
り
に
取
り
組
む
。
②
都
市
計
画
の
諸

問
題
も
住
民
主
体
の
方
向
で
の
検
討
を

重
要
視
し
て
い
く
。
③
人
と
し
て
最
も

大
切
な
教
育
、
福
祉
な
ど
を
見
直
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
／
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1
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一
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＼
、
ー
ノ
　
／
一

　
　
　
　
　
　
　

－
／
が
　
　
、
／
一
＼
／
㌧
＼
が
／
－
＼
い

　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
ぺ

　
　
　
　
　
＼
＼
　
／
　
　
　
　
＼
／
＼

　
　
　
　
　
　
　
／

一一＼／
　
、

ノ
　
　
　
　
ぺ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／
－
＼
＼
＼
／
　
　
・
〔

．
き
8
“
参
賄
黛

／＼一一
　
　
　
ぺ
　
　
　
ろ
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
　
　
　
　
　
ト

．
h
廿
㌧

〆／

＼
　
1
－
＼
　
㌧
　
　
＼
㍉

／＼
　
　
／

一
＼

一
　
／

＼／
　
、
　
＼
「

1
　
　
＼

／
　
　
／

＼

＼

2

加
え
、
激
動
す
る
農
業
情
勢
、
国
際
化
、

情
報
化
、
広
域
化
、
生
活
の
多
様
化
な

ど
、
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
み
な
さ

ん
が
選
ん
だ
代
表
が
今
後
四
年
間
、
町

つ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考

え
を
お
持
ち
な
の
か
、
簡
単
に
ご
紹
介

し
て
み
ま
す
。

（
敬
称
略
・
議
席
順
・
一
町
内
・
二
職

業
・
三
当
選
回
数
・
四
抱
負
）

子
供
た
ち
や
心
身
と
も
に
つ
ら
い
思
い

を
し
て
い
る
人
々
が
、
将
来
に
夢
を
持

っ
て
自
分
ら
し
く
元
気
で
生
き
ら
れ
る

よ
う
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

清
　
水

美
代
子
4
9
歳

　
　
　
　
一
上
野

　
　
　
　
二
農
業

　
　
　
　
三
1
回

新

四
①
町
全
体

を
視
野
に
置　初議会のようす

き
、
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
諸
問
題
を

前
向
き
に
取
り
組
み
、
皆
様
と
と
も
に

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
た
い
。
②
「
町
民
の
生
活
第
『

を
理
念
に
置
き
、
教
育
、
福
祉
、
住
民

の
健
康
問
題
な
ど
、
き
め
細
や
か
な

「
愛
」
あ
る
町
政
の
促
進
に
全
力
で
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

小
　
林
　
正
　
夫
5
0
歳
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
木
島

り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

対
話
に
よ
る
民
意
を
大
切
に
考
え
、

れ
ら
を
基
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
慢

で
き
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て
取
り
組
む

と
と
も
に
、
提
案
型
の
議
会
活
動
及
び

町
職
員
の
働
き
が
い
の
出
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
9

戸
　
田
　
禎

　
　
二
会
社
員

鞭
三
－
回

　
　
四
楽
し
く
元

　
　
気
な
町
づ
く

住
民
の
皆
様
と
の

　
　
　
　
　
　
そ

る
川
西
町
の
実
現
努
力

づ
く
り
政
策
な
ど
）

②
福
祉
社
会
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

　
51
歳
新

一
仁
田

二
小
売
業

三
1
回

四
①
だ
れ
も

が
住
み
た
が

（
夢
を
育
む
人

（
限

定
福
祉
か
ら
拡
充
を
目
指
し
て
）

③
行
政
主
導
の
町
政
か
ら
住
民
主
導
の

町
政
実
現
努
力
（
情
報
公
開
推
進
、
議

員
定
数
の
削
減
、
行
政
の
効
率
化
）

④
農
業
（
含
兼
業
）
商
工
業
振
興
育
成
。

⑤
地
方
分
権
の
推
進
に
か
か
る
対
応
策
。

丸
　
山
　
重
　
信
5
8
歳
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
根
深

　
　
二
農
業

ゑ轟
三
－
回

　
　
四
ま
ず
、
だ

　
れ
か
ら
も
気

軽
に
声
を
か
け
ら
れ
る
議
員
で
あ
り
た

い
。

①
常
に
町
民
側
に
立
っ
て
誠
実
・
愛
情

を
持
っ
て
接
し
、
若
者
と
会
話
の
機
会

を
つ
く
り
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

②
老
人
福
祉
対
策
の
充
実
（
生
き
生
き

と
活
動
で
き
る
環
境
づ
く
り
）

村
　
越
　
勝

蔵
5
3
歳
現

　
一
野
ロ

　
ニ
会
社
員

　
三
2
回

　
四
①
克
雪
対

　
策
の
推
進
．

②
道
路
整
備
、
生
活
環
境
の
整
備
と
若

者
が
定
着
で
き
る
明
る
い
町
づ
く
り
に

努
め
る
。

③
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、
高
齢
者
住

宅
の
建
設
を
促
進
す
る
。

④
人
口
増
対
策
に
向
け
、
宅
地
造
成
を

促
進
し
、

る
。

豊
か
な
町
づ
く
り
に
努
力
す

吉
　
楽
　
正

実
54
歳
現

　
一
高
原
田

　
二
会
社
役
員

　
三
2
回

　
四
①
若
者
の

　
定
住
促
進
と

移
住
促
進
を
図
り
、
町
の
活
性
化
を
図

る
。

②
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

町
民
と
会
話
の
機
会
を
作
り
、
意
見
を

反
映
さ
せ
て
い
く
。

③
交
通
基
盤
の
整
備
と
就
労
の
場
の
拡

大
、
宅
地
造
成
、
町
営
ア
パ
ー
ト
の
増

設
を
図
り
、
人
口
増
に
よ
る
町
づ
く
り

に
傾
注
し
て
い
き
た
い
。

上
　
村
　
晴
　
夫
6
4
歳
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
上
野

三
2
回

四
①
農
業
生

産
を
多
部
門

に
高
め
て
、
生
産
組
織
の
更
な
る
充
実

を
図
り
た
い
。
②
後
継
者
が
安
心
し
て

定
着
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
考

え
方
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て

い
き
た
い
。
③
克
雪
対
策
の
強
化
に
努

め
る
。
④
町
の
良
さ
や
名
勝
な
ど
を
生

か
し
て
、
町
の
活
性
化
を
見
い
出
し
た

い
。
⑤
国
道
二
五
二
号
の
改
良
事
業
へ

の
取
り
組
み
．
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星
　
名
　
富

64

歳
現

一
沖
立

二
農
業

三
2
回

四
①
安
全
対

策
を
考
え
、

大
雪
に
対
応
で
き
る
道
路
整
備
の
促
進
。

②
ほ
場
の
か
ん
が
い
を
集
落
単
位
で
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
化
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

③
都
市
区
画
整
理
事
業
の
推
進
に
努
め

る
。④

福
祉
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
、

町
民
の
使
い
易
い
方
法
に
す
る
。

⑤
行
政
の
た
め
の
町
政
で
な
く
、
町
民

の
た
め
の
町
政
に
努
め
る
。

押
　
木

貢
　
5
4
歳
現

一
元
町

二
農
業

三
3
回

四
一
度
も
休

む
こ
と
の
な

か
っ
た
六
年
間
の
議
会
活
動
を
土
台
に

し
て
、
行
政
は
住
民
の
た
め
に
何
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
こ
と

を
更
に
深
め
て
ま
い
り
た
い
。
そ
れ
は
、

常
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
住
民
に
夢
と
希
望
を
与
え

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
初
心
を
忘
れ
ず
に
議
会
の
中
核
と

し
て
働
き
た
い
。

金
子
澄
男
6
0
歳
現

一
岩
瀬

二
農
業

三
3
回

四
対
話
の
あ

る
町
づ
く
り

を
基
本
に
考
え
、

①
国
道
四
〇
三
号
の
早
期
改
良
整
備
。

②
明
日
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
。

③
生
活
環
境
の
整
備
。

④
福
祉
の
充
実
。

な
ど
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
た
い
。

高
　
橋
　
幸

51

歳
　
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
赤
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
矯
三
3
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
①
住
民
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
が
進
め
る

地
域
づ
く
り
を
支
援
し
、
形
あ
る
も
の

に
し
た
い
。

②
中
山
間
地
と
し
て
の
生
活
環
境
づ
く

り
と
、
農
村
基
盤
の
整
備
推
進
。

③
広
域
六
市
町
村
と
の
連
携
と
、

プ
ラ
ン
の
推
進
を
図
り
た
い
。

里
創

北
　
村
　
公
　
男
52
歳
現

一
山
野
田

二
農
業

三
3
回

四
冬
季
間
の

生
活
の
利
便

性
の
向
上
に
向
け
、

①
除
排
雪
体
制
の
強
化
。

②
裏
道
や
細
道
の
改
良
。

③
雪
に
強
い
克
雪
住
宅
建
設
の
促
進
、

支
援
な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い
。

羽
　
鳥
　
力
　
夫
　
6
1
歳
現

一
伊
友

二
会
社
員

三
3
回

四
町
に
住
む

若
者
が
納
得

す
る
町
の
実
現
に
努
め
る
。
商
工
会
は
、

こ
れ
か
ら
の
商
店
街
の
あ
り
方
に
つ
い

て
意
見
や
問
題
点
を
ま
と
め
る
。
農
協

は
今
後
の
営
農
指
導
の
あ
り
方
と
農
協

経
営
の
あ
り
方
を
整
理
す
る
こ
と
。
教

育
委
員
会
は
特
に
家
庭
教
育
、
社
会
教

育
を
最
重
点
に
取
り
組
む
。
そ
の
結
果

が
、
行
政
と
議
会
は
何
を
す
る
べ
き
か

提
起
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

清
　
水

進
4
9
歳
現

た
責
務
を
十
分
に
認
識
し
、

1
に
走
る
こ
と
な
く
多
く
の
町
民
の
意

見
を
耳
に
傾
け
、
情
報
を
収
集
し
、
現

実
の
問
題
（
地
場
産
業
の
振
興
、
高
齢

化
、
不
登
校
な
ど
）
、
将
来
の
問
題
（
環

境
対
策
、
過
疎
対
策
、
都
市
計
画
な
ど
）

に
つ
い
て
積
極
果
敢
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　
　
一
朝
日
町

　
　
二
会
社
役
員

綾
三
4
回

難
四
議
員
と
し

　
　
て
与
え
ら
れ

　
　
　
個
人
プ
レ

戸
田
哲
次
61
歳
現

備
の
推
進
を
柱
に
、

り
を
住
民
の
側
に
立
っ
て
提
言
し
て
い

く
。
①
心
の
通
う
教
育
の
推
進
と
山
村

留
学
の
充
実
と
交
流
人
口
増
加
の
政
策
、

里
創
プ
ラ
ン
の
推
進
を
進
め
る
。

②
少
子
高
齢
化
対
策
、
更
な
る
福
祉
の

充
実
、
幼
児
医
療
の
無
料
化
推
進
。

③
美
し
い
自
然
を
守
り
、
町
の
花
「
山

ゆ
り
」
の
増
植
を
推
進
し
た
い
。

　
　
　
　
一
仁
田

畦
ノ
ニ
理
容
業

　
　
　
，
三
7
回

響
四
教
育
●
福

　
　
　
祉
・
環
境
整

　
活
力
あ
る
町
づ
く

田
　
ロ
　
直
　
人
　
5
1
歳
現

の
是
非
や
提
言
を
す
る
機
関
で
、

と
長
と
は
ほ
ど
よ
い
対
立
、

あ
る
こ
と
が
不
可
欠
の
要
件
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
論
議
を
尽
く

し
、
こ
と
が
決
ま
っ
た
ら
「
車
の
両
輪
」

の
よ
う
に
協
力
し
合
う
こ
と
が
、
議
会
、

議
員
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。
本
来
あ
る

べ
き
「
信
頼
さ
れ
る
議
会
」
の
姿
を
目

指
し
て
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

南
　
雲

熟繍

一
木
落

二
農
業

三
4
回

四
議
会
と
は
、

首
長
の
政
策

　
　
　
議
会

緊
張
感
に

教
6
9
歳
現

一
中
仙
田

二
農
業

三
3
回

四
①
住
民
の

代
弁
者
と
し

て
、
行
政
パ
イ
プ
役
に
努
め
る
。

②
中
山
間
地
総
合
開
発
事
業
の
推
進
を

図
る
。

③
山
間
地
の
農
地
の
荒
廃
の
防
止
対
策

に
努
め
る
。

④
国
道
四
〇
三
号
の
早
期
改
良
に
努
め

る
。⑤

若
者
が
定
着
で
き
る
基
盤
づ
く
り
の

推
進
を
図
る
。

⑯9．9．10



生
涯
学
習
そ
れ
は
め
だ
か
の
学
校

　
八
月
二
十
四
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
第
七
回

川
西
町
生
涯
学
習
推
進
大
会
が
開
か
れ
、
お
よ
そ

百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
三
人
の
方
か
ら
学
習
体
験
が
発
表
さ
れ
、

最
初
に
高
齢
者
学
級
に
参
加
し
て
い
る
丸
山
清
治

さ
ん
（
根
深
）
か
ら
「
学
習
は
、
目
的
意
識
を
持

っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
」
と
い
う
こ
と
が
、

次
に
、
す
く
す
く
教
室
に
参
加
し
た
小
島
伸
子
さ

ん
（
新
町
新
田
）
か
ら
は
、
同
教
室
に
参
加
し
た

こ
と
を
切
っ
掛
け
に
「
す
く
す
く
教
室
新
町
新
田

版
」
を
設
け
て
親
・
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
っ
て
い
る
例
が
、
中
条
誠
さ
ん
（
上
町
）
か

ら
は
、
ふ
る
さ
と
写
真
教
室
の
講
師
を
通
じ
て
、

「
と
も
に
楽
し
く
学
習
し
て
い
く
こ
と
を
大
切
に

し
た
い
」
と
い
う
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
前
新
潟
市
立
紫
竹
山
小
学
校
長
の
小

野
庸
子
さ
ん
か
ら
「
生
涯
学
習
の
良
さ
は
め
だ
か

それぞれ、立場の違った3人の方から
学習体験発表がありました。

の
学
校
方
式
（
だ
れ
が
生
徒
か
先
生
か
…
）

が
取
れ
る
こ
と
。
何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
、

自
分
な
り
の
夢
を
持
ち
、
自
分
ら
し
く
生

き
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
記
念
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

児
玉
さ
ん
に

　
　
　
関
東
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

　
こ
の
度
、
基
本
的
人
権
の
侵
犯
に
対
す
る
監
視
　
　
擁
護
委
員
と
し
て
の
功
績
が
顕
著
と
認
め

や
救
済
、
人
権
思
想
の
普
及
な
ど
、
永
年
の
人
権
　
　
ら
れ
、
児
玉
達
雄
さ
ん
（
学
校
町
・
6
7
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
関
東
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
玉
さ
ん
は
、
平
成
二
年
十
一
月
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
お
骨
折
り
を
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
て
い
る
一
方
、
町
教
育
委
員
や
町
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
委
員
推
薦
会
委
員
も
お
務
め
い
た
だ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。

10

人
が
堂
々
と
自
分
の
主
張
を

発
表
し
て
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
甥
麟
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
裟
　
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
癒
熱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

　
　
　
奪

、
猛
携　　蜜齢蝋

堂々とわたしの主張を発表
　8月21日、十日町市市民会館で、わたしの主張’97十日町・中魚沼

地区大会が開かれました。この大会は今回で18回を数え、伝統ある催

しとなっており、今年も郡市中学校10校の、それぞれの代表1人が発

表しました。

　町からは、高橋知佳子さん（3年）が「グッド・バイ・マイセルフ

～今までの自分から～」という課題で発表。高橋さんは、県大会に出

場できる最優秀賞に手は届かなかったものの、奨励賞に選ばれました。

本物のきねとうすでモチつきを体験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8月6日から11日までの6日間、仙田地区を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拠点に川西町子ども村が開設されました。これ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、町子ども村実行委員会（高橋幸一会長）が

籔蘇・・、、、1凝翻欝，，，灘懲難1器翫

　　　籔讐繍灘灘懸響猟控鋼鋭謝

順
番
に
モ
チ
を
つ
く
の
は
、
ち
よ
っ
と
し
た
コ
ツ
が
必
要
で
す
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蝕
鰯
づ
《
凹
憾
自
ら
脅
施
自
ら
虜
睨
脅
・
4
σ

　
　
　
”
十
日
町
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
推
進
懇
話
会
を
開
催
”

　
去
る
七
月
二
十
六
日
、
十
日
町
市
の

ク
ロ
ス
ー
0
に
お
い
て
、
　
「
十
日
町
地
域

ニ
ュ
ー
に
い
が
た
里
創
プ
ラ
ン
推
進
懇

話
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

現
在
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
（
十

日
町
市
・
川
西
町
・
津
南
町
・
中
里
村
、

松
代
町
・
松
之
山
町
で
構
成
）
で
進
め

て
い
る
「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス

整
備
構
想
」
の
内
容
を
、
多
く
の
関
係

市
町
村
民
か
ら
理
解
し
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
こ
と
で
開
か
れ
た
も
の
。
各
市

町
村
か
ら
議
会
・
行
政
・
経
済
関
係
者

ら
約
三
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
平
山
新
潟
県
知
事
か
ら
里
創
プ
ラ
ン

の
生
ま
れ
た
背
景
を
、
北
川
フ
ラ
ム
さ

ん
か
ら
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整

備
構
想
の
内
容
と
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
講
演
の

お
お
ま
か
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

《
平
山
新
潟
県
知
事
》

　
私
が
平
成
四
年
知
事
に
な
っ
た
と
き
、

新
潟
県
は
二
千
年
ま
で
の
長
期
プ
ラ
ン

を
立
て
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
第
五
次

長
期
計
画
で
、
四
次
ま
で
と
違
い
、
新

し
い
も
の
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
が
日
本
海
関
越
ベ
ル
ト

地
帯
振
興
構
想
と
い
う
戦
略
的
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
す
。
交
通
・
物
流
・
産
業
・

都
市
文
化
・
グ
リ
ー
ン
・
情
報
の
六
つ

の
ベ
ル
ト
か
ら
な
り
、
現
在
、
交
通
・

物
流
・
産
業
ベ
ル
ト
ま
で
が
動
い
て
い

ま
す
。
今
後
は
都
市
文
化
・
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
の
整
備
が
必
要
で
す
。
都
市
的

な
快
適
生
活
空
間
と
、
自
然
を
大
切
に

し
た
環
境
を
整
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
を
自
分
た

ち
で
考
え
、
自
分
た
ち
で
実
現
す
る
の

で
な
け
れ
ば
、
日
本
の
よ
う
な
社
会
の

個
々
の
価
値
観
を
満
た
せ
る
よ
う
な
地

域
は
作
れ
ま
せ
ん
。
地
域
づ
く
り
に
は

身
の
回
り
の
も
の
か
ら
市
町
村
単
位
の

も
の
、
広
域
的
な
「
里
創
プ
ラ
ン
」
の

よ
う
な
も
の
と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

私
は
、
地
元
か
ら
出
て
き
た
地
域
づ
く

　
潔
矧

饗憲運燵◎
潔ラ

「
里
創
プ
ラ
ン
は
あ
く
ま
で
も
地
域
の

独
自
性
が
基
本
」
と
説
明
す
る
平
山
知
事

り
の
発
想
を
生
か
し
て
や
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
ほ
く
ほ
く
線
が
開
通

し
た
十
日
町
圏
域
は
、
こ
れ
か
ら
高
速

交
通
体
系
が
整
備
さ
れ
、
変
わ
っ
て
い

く
地
域
な
の
で
早
め
に
広
域
的
な
議
論

を
し
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
方
策

を
見
い
出
す
た
め
に
「
里
創
プ
ラ
ン
」

第
一
号
と
し
て
優
先
的
に
指
定
し
ま
し

た
。
．
事
業
は
後
で
合
わ
せ
ま
す
。
あ
く

ま
で
地
域
の
独
自
性
が
基
本
で
す
。
広

域
的
な
観
点
で
地
域
の
発
展
理
念
を
議

論
し
、
広
大
な
計
画
に
な
っ
た
ら
一
次
、

二
次
と
分
け
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
百

年
か
か
っ
て
も
い
い
、
こ
ん
な
地
域
づ

く
り
を
「
里
創
プ
ラ
ン
」
で
や
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
計
画
の
中
に
ア
メ
ニ
テ

ィ
ー
（
住
み
や
す
さ
）
、
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
（
活
力
）
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ー
（
個
性
・
特
徴
）
を
組
み
込
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

里
創
プ
ラ
ン
は
今
ま
で
の
取
り
組
み
と

は
異
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
県
も

良
い
計
画
に
は
優
先
的
に
助
成
も
考
え

ま
す
し
、
県
も
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

《
北
川
フ
ラ
ム
氏
（
整
備
構
想

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
》

「
妻
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備

構
想
」
を
一
言
で
言
う
と
、
美
し
く
自

分
が
誇
り
を
持
っ
て
生
き
て
い
け
る
地

域
に
す
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
地
域
が
持
っ
て
い
る
財
産
は
自

然
（
信
濃
川
・
ブ
ナ
林
・
雪
な
ど
）
で

す
。
科
学
万
能
の
思
想
に
基
づ
く
人
類

の
発
展
に
陰
り
が
見
え
て
き
た
現
在
、

人
間
と
自
然
の
か
か
わ
り
を
も
う
一
度

見
直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
幸
い
、
こ

の
地
域
は
本
来
の
自
然
の
姿
を
色
濃
く

残
し
て
い
ま
す
。
こ
の
構
想
で
は
、
そ

の
自
然
を
守
り
育
て
、
自
然
の
懐
の
中

で
明
日
を
担
う
人
材
を
育
成
し
て
い
く

こ
と
を
に
し
て
い
ま
す
。

　
構
想
の
柱
は
大
き
く
四
つ
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
つ
は
物
を
発
見

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
分
か
っ
て
い

る
よ
う
で
、
意
外
に
分
か
っ
て
い
な
い

も
の
で
す
。
方
法
と
し
て
は
、
こ
の
地

に
住
ん
で
い
る
人
、
旅
行
者
も
含
め
て

「
ス
テ
キ
発
見
」
と
い
う
も
の
を
や
ろ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
年

の
暮
れ
か
ら
再
来
年
に
か
け
て
行
い
ま

す
。
こ
の
地
域
の
美
し
い
所
を
写
真
で

応
募
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
、

応
募
す
る
人
、
商
品
を
出
す
人
な
ど
、

地
域
の
人
全
部
が
か
か
わ
る
よ
う
な
も

の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
　
「
自
然
体
験
型
ふ
れ
あ
い
文

化
施
設
」
と
い
う
交
流
の
拠
点
を
作
り

ま
す
。
例
え
ば
、
雪
の
公
園
、
ブ
ナ
林

の
利
用
、
縄
文
の
館
、
内
容
を
作
る
の

は
み
な
さ
ん
で
す
。
今
ま
で
に
な
い
空

間
で
、
お
も
し
ろ
い
も
の
で
あ
っ
て
ほ

し
い
。

属践　
三
つ
目
が
「
交
流
の
道
」

域
全
体
が
非
常
に
広
く
、

巡
る
道
路
は
二
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も

及
び
ま
す
。
各
ス
テ
ー
ジ
や
施
設
、
観

光
資
源
な
ど
を
有
機
的
に
結
び
、
回
避

性
を
持
た
せ
る
「
交
流
の
道
」
を
整
備

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
広
域
と
し
て

の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
（
規
模
を
大
き

く
し
て
得
ら
れ
る
利
益
）
や
発
信
性
を

強
化
し
ま
す
。

　
四
つ
目
は
、
大
地
の
芸
術
祭
（
ア
ー

ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
）
で
す
。
世
界
の

ト
ッ
プ
ア
ー
チ
ス
ト
に
よ
る
野
外
環
境

芸
術
祭
を
三
年
ご
と
に
開
催
（
第
一
回

は
平
成
十
一
年
）
し
ま
す
。
こ
の
芸
術

祭
の
開
催
は
、
交
流
人
口
の
増
加
に
つ

な
が
り
ま
す
。
各
層
の
方
々
か
ら
、
こ

の
構
想
（
た
た
き
台
）
に
つ
い
て
、
い

ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
議
論
し
て
い
た
だ

き
、
中
身
を
鍛
え
上
げ
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備
構
想
H
六

　
市
町
村
が
、
ア
ー
ト
（
知
恵
・
技
術
）

　
を
出
し
合
っ
て
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
よ

　
う
に
結
び
付
い
た
整
備
を
し
て
い
き

　
た
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ

　
の
名
称
が
つ
き
ま
し
た
。

馨　　o「地域づくりを一緒になって考えたい」

　地と説明する北川さん
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心
身
障
害
者
の
方
は
、

　
　
こ
ん
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
①

　
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
障
害
者

手
帳
・
療
育
手
帳
の
取
得
を
基
本
と
し

て
お
り
、
町
で
も
該
当
者
の
早
期
把
握

と
制
度
の
周
知
に
務
め
て
い
ま
す
。
障

害
者
の
人
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
手
帳
の
交
付
】

○
身
体
障
害
者
手
帳

　
　
目
、
耳
、
手
足
や
内
臓
な
ど
に
身

　
体
障
害
者
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
て
い

　
る
程
度
の
障
害
（
一
～
六
級
）
を
持

　
つ
方
に
対
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

○
療
育
手
帳

　
　
精
神
薄
弱
者
更
正
相
談
所
で
精
神

薄
弱
（
重
度
閥
A
、
中
軽
度
”
B
）

　
と
判
断
さ
れ
た
方
に
対
し
て
交
付
さ

れ
ま
す
。

補聴器相談会で説明を受ける相談者（左）

【
医
療
費
の
助
成
】

○
更
生
医
療

　
　
身
体
障
害
者
の
障
害
の
除
去
又
は

　
軽
減
に
必
要
な
医
療
費
を
給
付
し
ま

　
す
。
対
象
と
な
る
主
な
医
療
は
、
人

　
工
透
析
、
人
工
関
節
置
換
術
、
ぺ
ー

　
ス
メ
ー
カ
ー
埋
込
術
な
ど
。

○
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

（
県
障
）

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
一
～
三
級
、
療

　
育
手
帳
A
所
持
者
に
対
し
て
医
療
費

　
及
び
食
事
療
養
費
（
標
準
負
担
額
減

　
額
認
定
証
所
持
者
に
限
る
）
を
助
成

　
し
ま
す
。

【
福
祉
用
具
の
給
付
】

○
補
装
具
の
交
付
（
修
理
）

　
　
身
体
障
害
者
に
対
し
、
障
害
の
内

　
容
及
び
程
度
に
応
じ
て
義
肢
、
装
具
、

補
聴
器
や
車
椅
子
な
ど
の
補
装
具
が

　
交
付
さ
れ
ま
す
。

○
日
常
生
活
用
具
の
給
付

　
在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者
に
対
し
、

　
そ
の
障
害
の
内
容
に
応
じ
て
浴
槽
、

便
器
、
特
殊
寝
台
や
ワ
ー
プ
ロ
な
ど

　
の
日
常
生
活
用
具
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

【
手
当
な
ど
】

○
障
害
者
基
礎
年
金

　
　
国
民
年
金
加
入
期
間
に
病
気
、
け

が
、
精
神
障
害
（
精
神
薄
弱
を
含
む
）

に
よ
り
、
一
定
の
障
害
状
態
と
な
っ

た
方
に
支
給
し
ま
す
。
二
十
歳
前
に

　
一
定
の
障
害
状
態
と
な
っ
た
方
は
、

　
国
民
年
金
の
加
入
に
か
か
わ
り
な
く

　
二
十
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
（
窓
口
”
住
民
課
住
民
係
）

○
特
別
障
害
者
手
当

糎
墨
舞
慰
響
凛
弩
構
，
．
，
ー
ー
ノ
ゆ

樋
い
　
簡
易
宿
泊
施
設
と
し
て
改
装
オ
ー
ブ
ン
鯉
・

轡
簡
易
宿
泊
施
設
と
し
て
改
装
、
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
・
お
気
軽
に
ご
利
用
く
叙

ブ

欺
さ
い
。
な
お
、
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
は
今
ま
で
ど
お
り
と
な
っ
て
い

　　’職、　舞，　劉，索

著
巌
器
鞭
謙
鍛

生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晦

。
欝
簸
難
ま
究
　
樋

　
　
二
十
歳
未
満
で
精
神
又
は
身
体
に

　
著
し
い
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常

　
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と

　
す
る
児
童
に
支
給
し
ま
す
。

○
心
身
障
害
者
扶
養
者
共
済
制
度

　
　
六
十
五
歳
未
満
の
保
護
者
が
加
入

　
者
と
な
り
、
加
入
者
が
死
亡
及
び
重

　
度
の
障
害
に
な
っ
た
と
き
、
障
害
者

　
本
人
に
終
身
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
一
～
三

　
級
所
持
者
及
び
精
神
薄
弱
者
。

○
在
宅
重
度
重
複
障
害
者
介
護
見
舞
金

　
　
療
育
手
帳
A
所
持
者
で
、
二
級
以

　
上
の
障
害
が
二
つ
あ
る
方
を
常
時
介

　
護
し
て
い
る
保
護
者
に
支
給
し
ま
す
。

※
税
金
の
軽
減
・
旅
客
運
賃
の
割
引
・

　
そ
の
他
の
制
度
に
つ
い
て
、
十
月
号

　
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
お
問

　
い
合
わ
せ
な
ど
は
、
役
場
住
民
課
社

会
福
祉
係
（
盈
6
8
－
3
1
1
1
・

内
線
2
0
5
）
へ
。

ま
す
。

《
施
設
内
容
》

　
集
会
室
、
小
会
議
室
、
宿
泊
室
、
休
憩
室
、
浴
室
（
男
・
女
）

《
利
用
料
》

　
宿
泊
料
　
一
泊
大
人
三
、
O
O
O
円
　
小
人
二
、
五
〇
〇
円

《
そ
の
他
》

　
食
事
は
提
供
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
自
炊
か
仕
出
し
注
文
に
な
り
ま
す
。

粥摺欝獺聯鄭

ご
難
欝
欝
辮
鱈
髄
鉦
簸
協

力
協
－
7
宙
ゐ
慮

お
盆
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る

大
仮
装
大
会
。
先
の
選
挙
戦
を
物

語
る
（
赤
谷
・
8
／
旧
）

33

回
を
数
え
た
上
野
諏
訪
ま
つ
り

大
仮
装
大
会
。
団
体
の
部
二
位
と

な
っ
た
犬
ゾ
リ
と
一
〇
一
匹
ワ
ン
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
上
野
・
8
／
2
6
）



川
西
町
へ
の
歩
み
⑲

岩
瀬

金
　
子
　
幸
作

千
手
町
の
誕
生

　
小
規
模
町
村
の
解
消
を
め
ざ
し
て
、

合
併
を
意
欲
的
に
す
す
め
て
き
た
中
魚

沼
郡
役
所
は
大
正
十
四
年
に
廃
止
さ
れ

た
。
以
後
は
県
の
直
轄
で
廃
置
分
合
が

推
進
さ
れ
た
が
、
本
県
に
お
け
る
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ず

初
期
十
年
間
の
町
村
合
併
は
僅
か
に
四

村
の
減
少
を
み
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
年
代
は
合
併
の
低
調

さ
に
ひ
き
か
え
、
皇
太
子
殿
下
の
御
生

誕
を
奉
祝
し
、
ま
た
、
村
の
発
展
を
祈

念
し
て
次
の
新
し
い
町
が
誕
生
し
た
歴

史
的
な
期
間
で
あ
っ
た
。

青
海
町

内
野
町

曽
根
町

柿
崎
町

関
原
町

千
手
町

脇
野
町

三中三中西西西
島魚島頸蒲蒲頸

昭
和
二
年
八
月

昭
和
三
年
十
月

昭
和
五
年
十
二
月

昭
和
九
年
一
月

昭
和
九
年
二
月

昭
和
九
年
八
月

昭
和
＋
一
年
一
月

昇
格
の
条
件
満
た
す

　
千
手
村
は
、
天
和
年
間
（
一
六
一
五

－
二
三
）
に
千
手
新
田
が
構
成
さ
れ
た

と
き
か
ら
戸
を
つ
ら
ね
、
以
来
、
川
西

郷
一
帯
の
商
圏
を
に
ぎ
り
、
栄
え
て
き

た
。
産
業
の
中
枢
と
し
て
、
中
魚
沼
か

ら
刈
羽
、
東
頸
城
に
通
ず
る
要
地
に
位

し
て
物
資
集
散
の
中
心
地
と
な
り
、
千

手
市
場
を
も
っ
て
発
展
を
続
け
て
き
た

こ
の
村
は
、
信
濃
川
発
電
工
事
が
始
ま

っ
た
こ
と
で
さ
ら
に
勢
い
を
得
て
、
昼

間
は
人
口
が
八
千
人
を
超
え
る
ほ
ど
の

繁
栄
ぶ
り
を
示
し
て
い
た
。

　
小
学
校
を
新
築
し
、
劇
場
を
開
館
し

は
た機

屋
だ
け
で
も
三
七
軒
を
数
え
、
運
送

屋
、
鉄
工
所
、
金
物
、
時
計
、
自
転
車
、

食
料
、
雑
貨
、
呉
服
、
荒
物
、
履
物
商
、

写
真
館
、
床
屋
、
飲
食
店
、
料
亭
、
旅

館
等
が
軒
を
つ
ら
ね
て
町
に
昇
格
す
る

条
件
は
整
っ
て
お
り
、
県
下
で
五
七
番

目
の
町
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
町
制
施

行
の
一
大
運
動
を
展
開
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ゆ

　
米
の
産
出
は
一
万
石
に
近
く
、
繭
九

五
六
九
貫
、
織
物
一
九
一
二
三
反
、
清

酒
四
四
三
石
を
生
産
し
た
ほ
か
、
木
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら

品
、
農
産
物
、
蕎
麦
、
豚
、
鯉
、
藁
工

品
、
牛
乳
に
い
た
る
ま
で
堅
実
な
伸
展

が
得
ら
れ
て
お
り
、
町
と
な
る
の
に
ふ

さ
わ
し
く
、
日
の
出
の
勢
い
で
発
展
の

途
を
ひ
た
走
る
千
手
村
で
あ
っ
た
。

町
制
施
行
に
反
対
の
声

　
村
民
だ
れ
も
が
町
制
施
行
を
願
望
し

て
い
る
と
思
っ
て
い
た
千
手
村
に
、
突

如
と
し
て
反
対
の
声
が
あ
が
っ
た
の
は

村
会
が
町
制
施
行
を
可
決
し
た
数
日
後

昭
和
6
年
こ
ろ
の
千
手
町
山
野
田

　
　
　
　
　
　
（
南
雲
町
長
提
供
）

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
反
対
派
の
村
民
が

賛
成
し
た
議
員
一
人
ひ
と
り
を
戸
別
訪

間
し
て
説
得
に
ま
わ
る
と
い
う
予
想
も

し
な
か
っ
た
事
態
に
、
当
局
は
あ
わ
て
、

村
は
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
こ
の
騒
ぎ
は
、

町
に
な
る
の
に
税
の
未
納
が
あ
っ
て
は

ま
ず
い
と
い
う
思
惑
か
ら
、
村
当
局
が

村
税
の
滞
納
整
理
を
始
め
た
こ
と
が
裏

目
に
出
て
さ
ら
に
大
き
く
な
り
、
賛
成

派
、
反
対
派
の
双
方
に
寺
院
方
も
加
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
た
か

っ
て
争
い
、
感
情
が
昂
ぶ
っ
て
両
派
が

激
し
く
対
立
し
た
。
こ
の
時
代
の
お
寺

様
は
い
わ
ば
特
権
階
級
に
あ
っ
て
、
檀

徒
を
中
心
に
住
民
の
尊
敬
を
集
め
て
お

り
、
政
治
問
題
に
も
そ
れ
な
り
の
強
い

発
言
力
を
も
っ
て
い
た
。

　
町
制
施
行
反
対
の
理
由
は
、
町
に
な

る
と
そ
れ
だ
け
税
金
が
重
く
な
る
。
人

　
　
け
い
ち
ょ
う
ふ
は
く

心
が
軽
桃
浮
薄
に
な
り
、
遊
び
人
が
増

え
て
勤
労
の
意
欲
が
阻
喪
す
る
。
そ
の

う
え
、
町
民
と
も
な
れ
ば
、
粗
衣
、
粗

食
で
も
い
ら
れ
ず
、
人
目
に
つ
く
所
に

腰
巻
や
シ
メ
シ
も
干
せ
な
く
な
る
。
さ

ら
に
、
町
と
な
る
に
は
そ
れ
な
り
の
条

件
が
あ
っ
て
、
家
屋
の
連
な
り
や
通
信
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん
ま
　
し

交
通
機
関
か
ら
芸
者
、
按
摩
師
等
の
数

に
い
た
る
ま
で
町
相
応
の
姿
に
な
る
こ

と
が
要
求
さ
れ
る
、
と
い
う
よ
う
な
疑

心
暗
鬼
が
お
も
で
あ
っ
た
。

賛
否
の
陳
情
と
対
応

　
新
潟
毎
日
新
聞
（
昭
和
九
年
六
月
三

日
号
）
が
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

　
中
魚
沼
郡
千
手
村
で
は
皇
太
子
殿
下

の
御
降
誕
記
念
と
し
て
、
来
る
七
月
一

　
　
も
つ

日
を
以
て
町
制
を
施
行
す
べ
く
、
県
に

こ
れ
が
認
可
申
請
中
で
あ
る
が
、
こ
の

度
村
民
五
十
余
名
が
知
事
に
対
し
、
町

制
施
行
が
村
民
を
苦
難
に
陥
入
れ
る
以

外
に
無
い
こ
と
を
申
立
て
て
、
こ
れ
が

反
対
陳
情
を
な
し
て
来
た
処
か
ら
事
態

は
紛
糾
し
、
同
村
長
丸
山
春
吉
氏
は
川

崎
氾
三
県
議
同
道
で
二
日
出
県
、
千
葉

知
事
、
牧
地
方
課
長
に
面
会
し
て
、
反

対
者
の
言
い
分
が
①
村
税
未
納
者
が
こ

の
際
整
理
を
行
わ
れ
る
の
に
反
対
し
、

そ
の
細
民
扇
動
に
よ
る
こ
と
。
②
反
対

陳
情
に
署
名
し
た
る
者
は
一
家
二
名
の

名
を
出
し
た
り
未
成
年
者
も
あ
り
価
値

な
き
も
の
。
た
る
事
を
述
べ
て
、
充
分

調
査
の
上
、
速
や
か
に
町
制
施
行
の
許

可
相
成
度
き
旨
を
陳
情
し
た
。

　
県
で
は
、
か
つ
て
こ
の
村
の
小
学
校

舎
改
築
に
反
対
運
動
が
お
こ
り
、
一
時

　
　
　
　
　
ま
　
ひ

的
に
村
政
が
麻
痺
し
た
事
実
が
あ
る
の

で
、
つ
と
め
て
慎
重
な
対
応
を
し
た
。

歓
喜
の
旗
行
列

　
県
は
町
制
施
行
に
反
対
す
る
村
民
の

言
い
分
を
よ
く
聞
き
、
調
査
に
も
慎
重

を
期
し
た
。
そ
の
結
果
、
千
手
村
が
町

に
な
っ
て
も
町
制
の
施
行
に
な
ん
ら
の

憂
い
が
な
い
と
判
断
し
、
昭
和
九
年
八

月
一
日
か
ら
町
制
施
行
を
許
可
し
た
。

　
千
手
町
が
誕
生
し
た
昭
和
九
年
は
低

温
が
続
き
、
雨
の
日
が
多
く
て
太
陽
の

少
な
い
夏
だ
っ
た
。
土
用
期
間
中
に
晴

れ
た
日
は
僅
か
に
四
日
間
、
郡
内
水
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
も
ち

三
分
の
一
の
約
二
五
〇
〇
町
歩
が
稲
熱

病
の
害
を
う
け
、
桑
ま
で
が
被
害
を
う

け
て
繭
が
三
割
の
減
収
と
な
り
、
繭
価

も
ひ
ど
い
暴
落
ぶ
り
を
示
し
た
。

　
し
か
し
、
八
月
一
日
の
町
制
施
行
祝

賀
記
念
式
典
に
は
前
日
ま
で
の
雨
も
あ

が
り
、
町
民
は
、
千
手
が
町
に
な
っ
た

の
を
天
も
祝
っ
て
晴
れ
て
く
れ
た
と
心

を
は
ず
ま
せ
て
喜
ん
だ
（
十
日
町
新
聞
）
。

千
手
始
ま
っ
て
以
来
の
長
い
旗
行
列
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
だ
ま

続
き
、
万
歳
の
声
が
十
日
町
ま
で
欲
し
、

祝
賀
の
酒
に
酔
い
し
れ
た
。

　
丸
山
春
吉
初
代
町
長
は
、
町
制
施
行

時
に
お
き
た
批
判
の
声
を
無
駄
に
す
る

こ
と
な
く
、
反
対
し
た
人
た
ち
に
も
馬

鹿
を
見
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
謙
虚
な

気
持
ち
で
町
政
に
臨
み
、
こ
の
姿
勢
に
、

反
対
し
た
村
民
も
協
力
す
る
よ
う
に
な

っ
て
新
生
千
手
町
は
繁
栄
し
た
。

　
※
千
手
町
の
誕
生
は
、
中
魚
沼
郡
で

は
十
日
町
村
の
町
制
施
行
（
明
治
三
十

年
）
に
次
ぐ
壮
挙
で
あ
っ
た
。
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電
話
帳
を
回
収
し
ま
す

　
N
T
T
で
は
、
九
月
十
二
日
ご
ろ
か

ら
新
し
い
電
話
帳
「
中
越
タ
ウ
ン
ペ
ー

ジ
．
魚
沼
ハ
ロ
ー
ぺ
ー
ジ
」
を
お
客
様

に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
際
、
今
ま
で
お
使
い
の
電
話
帳

は
、
紙
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
た
め

回
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
配

達
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
N
T
T
各
支
店
の
窓
口
に
古

電
話
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
十
月
末
日
ま
で

設
置
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
電
話
帳
回
収
に
つ
い
て
の
連
絡
先

　
N
T
T
電
話
帳
お
届
け
セ
ン
タ
i

　
暦
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
○
二
一
〇
1
三
二
四
一
八
二

ミニ花壇、コンテナ花壇、八ンギングバスケットづくり参加者募集中1

饗平成1・年8月から1・月まで騎潟公園『1論）癒県顯撚論鐸

！1…（璽灘難鞭禁膿灘騰，1
鞭ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　警
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き、
　　詳しくは応募要項をお送り致しますので、下記へお問い合わせください。　’1

　　　第15回全国都市緑化にいがたフェア実行委員会事務局

㌦．工撫蝋灘瓢熱灘峨魏騨懸纂鰯灘裂鎧撚．・

高等学校開放講座
「Windowsワープロ（WORD）入門」
7一プロソフトWORDの使い方を実習中心に学習します。
・千谷西高校　電子科実習室

）月7日～23日（毎週火・木、計6回）

3時30分～21時30分
，000円

）人（18歳以上の県民）

・
受
付
期
間
は
、
九
月
十
三
日
か
ら
十

月
九
日
ま
で
で
す
。

・
受
付
時
問
は
、
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
九
時
か
ら
十
七
時
ま
で
で
す
。

障
害
者
の
た
め
の

　
　
　
　
　
就
職
相
談
会

日
時
　
9
月
2
5
日
㈲

　
　
　
　
午
後
2
時
～
4
時

場
所
　
ク
ロ
ス
ー
0

　
　
　
　
3
階
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

はがきに、住所・氏名・性別・年令・職業・電話番号

入し、9月19日働必着で申し込んでください。

　
　
千
月
時
o
o
人
法
製
記

　
ワ
小
1
0
1
8
2
，
3
0
方
官
を
先
〒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
み

名
要
所
程
間
費
員
込
　
　
込

座
　
　
　
　
　
施
　
し
　
　
　
し

講
概
場
日
時
実
定
申
　
　
申

●
●
●
●
●
●
●
●
　
　
　
●

947小千谷市城内3－3－11

小千谷西高校　ワープロ入門講座係（費0258－82－0259）

夕暮れは

　気くばり

　　目くばり

　　　、思いやり

熊
で9月2旧

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
投
与
の
ご
案
内

　
昭
和
五
十
年
か
ら
五
十
二
年
に
生
ま

れ
た
方
は
、
ポ
リ
オ
の
免
疫
を
保
有
し

て
い
る
方
の
割
合
が
、
他
の
年
齢
層
に

比
べ
低
い
こ
と
が
厚
生
省
の
調
査
で
わ

か
り
ま
し
た
。

○
ポ
リ
オ
（
小
児
ま
ひ
）
に
つ
い
て

　
ポ
リ
オ
に
感
染
し
た
人
の
便
中
に
ポ

リ
オ
ウ
イ
ル
ス
が
排
せ
つ
さ
れ
、
こ
れ

が
口
に
入
る
こ
と
に
よ
り
感
染
し
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
、
九
十
～
九

十
五
暫
の
人
は
何
ら
症
状
が
出
な
い
で

免
疫
が
で
き
ま
す
。
五
～
十
筈
の
人
は

カ
ゼ
様
症
状
を
呈
し
、
感
染
者
の
○
・

一
～
O
・
五
暫
に
ま
ひ
が
残
っ
た
り
呼

吸
困
難
に
よ
り
死
亡
し
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

○
ポ
リ
オ
に
対
す
る
免
疫
に
つ
い
て

　
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
免
疫
が

で
き
た
方
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
に
よ
り
免
疫
が
で
き
た
方
は
、
ポ

リ
オ
に
か
か
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
厚
生
省
の
流
行
予
測
調
査
に
よ
る
と
、

昭
和
五
十
年
か
ら
五
十
二
年
生
ま
れ
の

方
に
つ
い
て
は
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
ー

型
（
ほ
か
に
H
型
、
皿
型
が
あ
り
ま
す
。
）

と
い
う
種
類
の
抗
体
保
有
率
が
や
や
低

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
日
本
に
は
、
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
は
い

な
い
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

免
疫
を
持
っ
て
い
な
い
方
が
ポ
リ
オ
常

在
国
に
旅
行
し
た
場
合
、
ポ
リ
オ
に
感

染
し
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
乳
幼
児
に
接
種
さ
れ
て

い
る
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
ウ
イ
ル
ス
は
、

体
外
に
排
せ
つ
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ワ
ク

チ
ン
ウ
イ
ル
ス
が
人
か
ら
人
へ
と
移
っ

て
ゆ
く
間
に
、
弱
め
ら
れ
た
毒
性
が
あ

と
も
ど
り
し
て
強
い
力
を
持
つ
よ
う
に

な
り
、
発
症
す
る
と
い
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
昭
和
五
十
年
か
ら
五
十
二
年
に
生
ま

れ
た
方
は
、

①
ポ
リ
オ
ウ
イ
ル
ス
常
在
国
に
渡
航

　
さ
れ
る
時

②
お
子
さ
ん
が
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
投

　
与
を
受
け
る
時

に
、
再
度
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
希
望
に
よ
り
前
記
以

外
の
方
に
つ
い
て
も
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
も
可
能
で
す
し
、
抗
体
を
有
し

て
い
る
方
が
予
防
接
種
を
受
け
た
と
し

て
も
、
特
に
副
反
応
の
発
生
率
が
高
く

な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
追
加
予
防
接
種
は
、
法
律
に

基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
任
意
の
予
防

接
種
と
な
り
ま
す
の
で
自
費
で
接
種
を

受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
投
与
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
九
月
十

九
日
働
ま
で
に
住
民
課
保
健
係
（
6
8

1
3
1
1
1
内
線
2
0
8
）
ま
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
接
種
医
療
機
関
・
日

時
は
、
後
日
希
望
さ
れ
た
方
に
ご
連
絡

い
た
し
ま
す
。
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表
紙
の
写
真

　
こ
の
ほ
ど
、
第
二
十
四
回
日
独
ス
ポ

ー
ッ
少
年
団
同
時
交
流
事
業
が
実
施
さ

れ
、
新
潟
県
で
は
、
八
月
四
日
か
ら
七

日
ま
で
の
四
日
間
、
川
西
町
が
団
員
を

墓
目

平
わ

大
交

で
を
一

ン
手
ダ

ヨ
握
一

シ
と
リ

ブ
）
ブ

セ
右
一

レ
（
ル

迎
役
グ

歓
助
す

福
祉
に

蔵
品
芳
久

広
報
発
行
に

丸
山
伴
四
郎

意
　
　
（
敬
称
略
）

（
霜
　
条
）
三
万
円

（
足
立
区
）
二
万
円

主な催物　愛犬のしつけ教室、動物ふれ
　　　　あい広場、ペットの美容教室
　　　　など

受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
町
に
迎
え
た
団
員
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

フ
・
レ
ギ
ー
ナ
さ
ん
（
4
7
歳
）
と
シ
ェ

ー
フ
ァ
ー
．
ソ
ー
ニ
ャ
さ
ん
（
32
歳
）

を
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
、
十
五

歳
か
ら
十
九
歳
ま
で
の
男
子
四
人
、
女

子
四
人
の
一
行
八
人
で
す
。

　
一
行
は
、
民
家
で
の
宿
泊
、
ス
ポ
i

　
　
　
ド

　
で
ン

　
ま
ウ

　
寺

）
日
ラ

日
3
グ

（
後
校

日
午
学

21

～
中

月
午
西

9
正
川

時
　
　
場

日
　
　
会

小
わ
に
レ
岬
壇

　
高
崎
正
風
選

夕97動物フェスティバル
　開催のお知らせ

仲
見
世
や
秋
風
立
ち
し
扇
店

桑
を
摘
む
赤
義
の
雨
の
来
る
ま
で
に

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

災
の
が
れ
去
年
に
続
く
稲
の
出
来

緑
蔭
に
据
え
て
茶
会
の
大
や
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

雨
と
な
る
ら
し
き
流
れ
の
朝
の
霧

濃
く
う
す
く
実
る
園
場
の
稲
つ
づ
く

　
　
　
　
　
　
小
臼
倉
　
田
中
優
美

地
踊
り
の
お
ど
り
上
手
の
帰
省
客

又
来
る
と
墓
片
づ
け
て
盆
終
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
根
深
丸
山
朝
子

手
入
れ
よ
き
庭
園
涼
し
施
餓
飢
寺

蝉
時
雨
想
ひ
新
た
に
句
碑
巡
る

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

日
程
表
見
つ
つ
夏
行
の
バ
ス
を
待
つ

朝
顔
も
嫁
の
日
課
で
あ
り
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

還
ら
ざ
る
幼
な
友
達
終
戦
忌

戦
死
せ
し
友
の
写
真
や
終
戦
忌

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

炎
天
に
ま
だ
衰
え
ぬ
蝉
時
雨

山
畑
に
二
人
暮
し
の
大
根
蒔
く

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

父
の
日
の
父
少
年
と
旅
に
出
て

母
の
日
や
母
の
香
の
あ
る
荷
を
ほ
ど
く

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

ツ
交
流
や
同
世
代
と
の
意
見
交
換
、
そ

ば
打
ち
や
書
道
体
験
な
ど
を
し
て
、
町

の
生
活
・
習
慣
に
触
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
写
真
は
、
六
日
に
実
施
さ
れ
た
書
道

体
験
の
一
場
面
。
上
村
千
代
子
先
生
か

ら
「
記
念
に
残
る
も
の
を
」
と
い
う
こ

と
で
、
山
、
川
西
、
日
本
の
、
二
つ
の
漢

字
を
書
く
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
し
た
。

街
道
の
青
空
市
場
萩
こ
ぼ
る

遊
ぶ
子
を
殿
様
バ
ッ
タ
驚
か
し

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

満
天
の
星
に
憩
い
の
夕
涼
み

御
社
の
参
道
く
ら
く
蝉
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

天
葉
と
る
葉
タ
バ
コ
畑
の
暑
さ
か
な

出
穂
の
田
の
長
き
消
毒
ホ
ー
ス
か
な

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

朝
顔
や
庭
か
ら
届
く
仕
立
物

日
ざ
か
り
の
道
掘
り
返
す
工
事
か
な

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
旭
昇

秋
暑
し
バ
ス
停
自
販
機
売
切
れ
て

静
ひ
し
わ
が
口
悔
む
夜
長
か
な

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

忍
び
よ
る
秋
さ
き
が
け
の
芒
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

友
の
来
て
古
き
話
し
や
冷
奴

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

露
天
湯
の
石
を
枕
に
銀
河
見
る

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

湯
治
場
の
湖
上
花
火
に
行
き
会
い
し

　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
佐
藤
　
周
三

禅
の
森
琴
の
音
と
ぎ
れ
蝉
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
林
　
　
哲

出
穂
水
を
た
っ
ぷ
り
張
っ
て
バ
ル
ブ
閉
ず

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

汗
と
陽
の
匂
ひ
の
つ
き
し
野
良
着
か
な

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

炎
天
も
い
と
わ
ず
鳩
は
石
畳

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

『
が
ん
予
防
は

生
活
習
慣
の
改
善
か
ら
』

　
統
計
資
料
か
ら
が
ん
死
亡
の
状
況
を

見
て
み
ま
す
と
、
生
活
習
慣
病
の
第
一

位
は
相
変
わ
ら
ず
「
が
ん
」
で
す
。

　
新
潟
県
の
が
ん
死
亡
率
は
全
国
の
ワ

ー
ス
ト
十
位
に
位
置
し
て
お
り
、
部
位

別
の
死
亡
率
で
み
る
と
ワ
ー
ス
ト
記
録

で
、
　
「
胃
が
ん
二
位
」
　
「
食
道
が
ん
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
う

位
」
「
直
腸
が
ん
三
位
」
「
胆
嚢
が
ん

一
位
」
に
ラ
ン
ク
さ
れ
「
が
ん
」
多
発

県
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
川
西
町
の
特
徴
は
、
大
腸
が
ん
を
除

く
が
ん
は
、
県
平
均
よ
り
低
い
も
の
の

大
腸
が
ん
は
、
県
平
均
の
一
・
五
倍
と

高
率
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　
細
胞
が
が
ん
細
胞
に
な
り
、
早
期
が

ん
の
状
態
に
な
る
ま
で
十
年
か
ら
三
十

年
か
か
り
ま
す
。
発
病
を
防
ぐ
ポ
イ
ン

ト
は
、
こ
の
期
間
を
い
か
に
過
ご
す
か

に
か
か
っ
て
き
ま
す
。

　
が
ん
に
限
ら
ず
生
活
習
慣
病
の
予
防

は
一
次
予
防
と
二
次
予
防
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
予
防
方
法
を
火
災
に
例
え
る
と

「
一
次
予
防
」
は
火
の
用
心
に
よ
る
出

火
予
防
、
　
「
二
次
予
防
」
は
初
期
消
火

に
よ
る
延
焼
予
防
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

《
一
次
予
防
》

　
日
本
人
の
が
ん
は
、
消
火
器
系
が
約

六
十
％
、
呼
吸
器
系
が
約
二
十
％
を
占

め
、
そ
の
主
な
原
因
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

食
生
活
や
喫
煙
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て

い
ま
す
。

○
禁
煙
は
最
も
効
率

　
の
よ
い
予
防
法

　
た
ば
こ
の
タ
ー
ル

は
、
最
も
強
力
な
発
　
　
衡

が
ん
物
質
の
ひ
と
つ
　
　
囎

諄
．
た
ば
一
、
を
吸
い
は
じ
め
た
瀟
認

が
若
い
ほ
ど
㌔
の
喫
煙
本
弊
多
臥

鷲
鐵
擁
欝
難
細

　　　　　　　　　　　　　　ゆ

　一　　　　　　一・． よ並＝

○
緑
黄
、
色
野
菜
な
ど
野
菜
を
多
く
と
り

　
ま
し
ょ
う
o

　
ビ
タ
ミ
ン
A
・
C
・
E
は
、
細
胞
の

が
ん
化
を
抑
え
る
は
た
ら
き
が
あ
り
ま

す
。○

食
物
繊
維
は
、
大
腸
が
ん
の
予
防
に

　
効
果
。

　
食
物
繊
維
は
、
便
通
を
良
く
す
る
、

便
の
量
を
増
や
す
、
体
内
の
胆
汁
酸
を

吸
収
す
る
な
ど
の
働
き
が
あ
り
、
特
に

大
腸
が
ん
の
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

《
二
次
予
防
》

　
二
次
予
防
は
、
病
気
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
よ
る
進
行
予
防
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
定
期
的
に
健
康
診
査
を

受
診
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
町
で
は
、

後
期
の
が
ん
検
診
（
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
）
を
十
月
よ

り
実
施
い
た
し
ま
す
。
今
年
ま
だ
「
が

ん
検
診
」
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
ぜ

ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。
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リ
ゼ
　
や
ゆ
を
ヤ
ゆ
ラ
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

戸
籍
の
窓
か
急

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

葛
蓄
き
き
犠
ぷ
♂
a
参
伽
鶴

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

内
山
　
ミ
イ
68
（
本

片
桐
新
太
郎
69
（
本

数戸小佐
藤田林藤

　
　
　
　
　
　
人
）
新
町
新
田

　
　
　
　
　
　
人
）
小
白
倉

良
作
7
0
（
尾
身
尚
登
）
発
電
所
通
東

亥
作
7
3
（
本
　
人
）
学
校
町

彰
平
83
（
賢
　
樹
）
仁
　
田

栄
八
8
6
（
一
　
己
）
発
電
所
通
西

　　≡艘鷺写

一戦一戦、回りから大声援が飛び交い豆力士
たちも力が入りまし，た

木
村
　
ミ
ヤ
8
8
（
本
　
人
）

小
林
　
ス
イ
8
9
（
元
　
一
）

み
さ
と

美
里

た
け
る

　
建

　
f

さ
　
　
　
き

早
紀

　撲で　　分新　　新　　f江
　大’　　）田島田　　圧
帽■1■■96■■■，■■D一一〇6■■一■■D■■，一■■9■■■■，■9一■■一■D■9■■D6■D6■一■D■D一■■，燭■■媚■■燭■■■D6■，■■一
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仁
　
田

中
仙
田

十
王
堂
相
撲
大
会

　
八
月
十
五
日
、
東
善
寺
十
王
堂
で
、

恒
例
と
な
っ
て
い
る
少
年
少
女
相
撲
大

会
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
相
撲
大
会
の
開
始
に
あ
た
り
、
盟

お
堂
の
上
か
ら
「
福
モ
チ
」
が
集
ま
っ

た
人
た
ち
に
ば
ら
ま
か
れ
た
あ
と
、
土

俵
で
は
幼
児
か
ら
小
学
校
の
豆
力
士
の

取
り
組
み
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
対
戦

に
勝
っ
て
笑
み
を
こ
ぼ
し
て
い
る
子
、

敗
れ
て
悔
し
涙
を
流
す
子
…
…
、
一
戦

一
戦
に
家
族
の
大
声
援
が
飛
び
交
っ
て

い
ま
し
た
。

9月14日田中外科医院（田中町〉

　　　　費　52－2403
　　〃　津南病院（津南町）
　　　　8　65－3161

　15日富田医院（神明町）
　　　　費　52－3269
　21日川西町診療所（高原田）

　　　　盈　68－2034
　23日池田医院（本町西）
　　　　奮　52－2581
　28日至誠堂医院（西浦町）

　　　　β　52－3276
　　”　津南病院（津南町）
　　　　智　65－3161

10月5日山口医院（袋町中）

　　　　a52－2174
　　〃　上村病院（中里村）
　　　　費　63－2111
　10日第二藤巻医院（上野）
　　　　奮　68一一2018
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▲「さわがにとあそんだよ」　　▲rぼくがTVにでたら、サッカーせん　　　▲　rでこぼこ動物園」

　2年生高橋倫平くん　　　　しゅだ」1年生さとうけんいちくん　　　4年生松崎さおりさん
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　　　　　　．ド翻鍵難難灘羅欝『

▲「宇宙人のおやつタイム」

　6年生平野菜菜子さん
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